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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:L-ドーパクロム = 5,6-ジヒドロキシインドール-2-カルボキシレート。,補因子:サブユニットあたり 2 個の亜鉛イオンを結合します。,機能:ユーメラニンとフェオメラニンのレベルの調節に関与します。,経路:色素生合成; メラニン生合成。,類似性:チロシナーゼ ファミリーに属します。,サブユニット:チロシナーゼ、TYRP1 および TYRP2 は、多酵素複合体を形成する場合があります。,触媒活性:L-ドーパクロム = 5,6-ジヒドロキシインドール-2-カルボキシレート。,補因子:サブユニットあたり 2 個の亜鉛イオンを結合します。,機能:ユーメラニンとフェオメラニンのレベルの調節に関与します。,経路:色素生合成;メラニン生合成。,類似性:チロシナーゼファミリーに属する。,サブユニット:チロシナーゼ、TYRP1、およびTYRP2は多酵素複合体を形成する可能性がある。,
	研究分野
	チロシン代謝;メラニン生成;
	画像データ
	

	DCT抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	DCT抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TRP2ポリクローナル抗体を1：500に希釈し、様々な細胞をウェスタンブロット解析した。二次抗体は1：20000に希釈した。

